
キヤ.リア.コンサルタントの養成.活用に向けた取組について

1趣旨
個人の自主的なキヤリア形成の取組を支際ナる観点から.個人に対して齢吉投計を踏まえた的確なキ

ヤリア.コン如レテイングを行うキヤリアrコンサJレタントを養虎することにより.職業能力開発等に関す

る総合的な相談機能を弓封ヒすることとするo

2 キヤリア.コンサルテイング実王敵こ必要な能力の鯨系化J

o愉1らなる研究会を設置し.キヤリア.コン判レテイング実施に必要な能力要件にづいて体系

化L平成1 4年4月に研究報告をとりまとめたo平成1 6年4月にtよ若年者向けキヤリアtコンサル

テイング実施に必要な能力要件等を策定L研究報告をとりまとめたo

O 平成1 4年4月の研究報告を跨まえこ養成及ぴ能力評価のあり方について検討し.平成1 4年1 1月か

ら民間機関が実施するキヤリア.コンサルタント能力評価試験について.助成対象として指定を開姶oく平

成1 7年4月現在. 1 1試験を指定ロI

3 キヤリア.コンサルタントの養成

0 養成計画

平成1 4年度脆官民合わせて5年間で5万人を目標として養成を推進o各年おおむねl万人の養

成を目事討-oく平成1 6年度未までの累積養成数は.約2方8千人となっているoJ

O 公的機矧こおける養成

職業能力開発大学校等において,平成1 4年1 1月から企業の人事.労務管理担当者等の在職者を中心

とした訓練コ-スを開設く毎年1, 1 00名を養成1D平成1 6年度から若年者向けキヤリア.コンサル

タントの養成を艶
0 民間機関における養成への支援

一 キヤリア形助足進助成金の活用く事業主カ雫謝動者のキヤリア.コンサルタント養成訓練の受講又は能

力言部暗式験の受検を支援した場合に助成ロI

l教育訓練給付制度の活用く労働者自らキヤリア.コン軌レタント養成講座を受講した場合に支援ウ1

0 民間機関における取組み

平成1 6年3月2 1臥キヤリア.コンサルタントの資質確保とキヤリア.コンサルテイングの普及

啓発を目的として. 義会く通称こキ義会く通称こキ

ヤリア協議会IJが発足.

4 キヤリア.コンサルタントの活用

.0 公的機関における活用く平成1 7年度う

平成1 3年1 0月以降.く粗雇用.能力開発機構の都道府県センタ-に設置したrキヤリア形戒支援コ

-ナ-人ハロ-ワ-ク等にキヤリア.コンサルタントを配置8

く参考う

キヤリア形成支援コ-ナーlハ口-ワ-ク等における相言圭批巳況

キヤリア.コン仇ルタント 約900人

栢謝牛数 約1 20万件く平成1 6年度J

O 民間機開における活用

官民により養成されたキヤリア.コンサルタントについてriハ口-ワ-ク等の公的機関における活用

のほか,民間職業紹欄闇Il練隣関.企業の人卿弓,学校等における活用を促進o
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